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１．背景・目的 

2018 年長野工業高等専門学校（以下，本校

という）は CDIO Initiative への加盟が認められ

た．CDIO は「Conceive（考え出す）－Design

（設計する）－Implement（実装する）－Operate

（運用する）」の頭文字であり，本校が従来か

ら実施しているエンジニアリングデザイン教

育や技術系課外活動などの工学教育が CDIO

の考えに基づいて実施している．例えば創造工

学実験などでこれらの CDIO スキルが培われ

ている[1]．この「Conceive」では，自分のアイ

デアを紹介するなどのプロセスを経てコミュ

ニケーション力が培われており，その能力は英

語を用いた国際社会でも必要とされている[2]．

しかし，培われたはずのコミュニケーション力

も英語になると十分に発揮できていない．そこ

で，英語を利用した環境でもコミュニケーショ

ン力を発揮できるようにするために，英語によ

る CDIO の教育を実施したので報告する． 

２．教育内容 

英語で CDIO 教育を行う動機づけとして，短

期留学生へのワークショップを活用する．留学

生の多くは，日本語が苦手であるため，英語で

の実施に必然性が生まれる．また，彼らは英語

が堪能であり，そのコミュニケーション力は，

本校の学生より高い場合が多いため，彼らをお

手本として学習できる．ワークショップでは，

必ずコミュニケーションを取らせるために，１

グループ２名（日本人１名，留学生１名）とし，

すべての会話や発表を英語とした．また，

「Conceive」に当てる時間をなるべく長く取っ

た．教材は，短時間で電子工作が可能であり，

アイデアに合わせて応用のきく「Littlebits」 を

用いた．この教材は，英語で素子の説明や，利

用方法が紹介されている． 

３．実験・結果 

ワークショップの結果，多くの学生が，英語

でのコミュニケーションの重要性を再確認し，

今後の英語経験に対するモチベーションを上

げる結果となった． 
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